
「声」が届く 

 

大阪万博についての私の「声」が、多くの人に届いたようだ。 

私が「声」に投稿してから、かなりの年月が経つ。水田洋先生の投稿を読んで、刺激

を受けた。先生にも触発され、名古屋

五輪誘致に関連して投稿を始めた。 

自然科学者の西条八束先生が、私の

空港問題の投稿を読み、翌日に手紙を

送ってくださった。西条先生も、「声」

などによく投稿されていた。 

名古屋から大阪に転居して、投稿を

控えていたが（今年初めに投稿したが

採用されなかった）、今回 3 年ぶりに

掲載された。新聞を開くと、必ず「声」

をチェックする。どんな投稿が掲載さ

れているかを確認するためだ。読者の

多様な意見が、どのように掲載されるか関心がある。 

最近の「声」で心に響いたものがある。11 月 27 日に掲載された、千葉県の 11 歳の

小学生による「困難に向き合い言葉発したい」だ。どもりに困っているが、「私はこれ

からも、どもることと向き合って上手に生きていきます」と。 

じつは私も高校生の頃まで、どもり（吃音）に悩まされてきた。この小学生と同じよ

うに、最初の言葉が出せないのである。国語の時間に、教科書を読む順番が近くなると、

早く終了のチャイムが鳴ることを願っていた。どもりで、いじめられたことも。 

この小学生は「最近、言葉には同じ意味でも違う言い方があることに気づいたのです」

と書いているが、まったく同じことを考えた記憶がある。すこし「調子」をつけて話し

だすと、喋れるようになっていった。クラスで落語めいたことも。 

こんな私が大学時代には、デモの先頭に立ち、シュピレヒコールの音頭をとった。

1968 年のことで、半世紀の月日が流れた。そして、大学の教壇に立つことに。人生と

いうものは、不思議なものだ。 

この小学生もきっと人前で堂々と話せるようになるだろう。いや、どもりなんか気に

しないで、生きていくであろう。こんな「声」を届けたいものだ。  

(2018 年 12 月 1 日) 


